
水-ジルコニウム反応に
よる水素発生
→水素爆発

炉心燃料の過熱
→炉心溶融

圧力容器貫通部の劣化
→溶融燃料の一部が圧力容器
から格納容器へ流下

格納容器の劣化
→高レベル汚染水の流出
→放射性物質の大気中への放出
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弁の開放による
原子炉内減圧

タイミング良く実施
することができず

◆水蒸気爆発
◆再臨界
◆使用済燃料プール冷却水の
蒸発による燃料損傷
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原子力規制庁
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震度5強以下の
余震が数回発生
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事故の概要 事故発生直後の対応

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第2章　事故の状況


